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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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龍谷大学生協 瀬田キャンパス

新春 餅つき大会
取り組み概要

日時：2024/01/17 13:00~14:00
場所：龍谷大学瀬田キャンパス

青志館食堂 1Fエントランス、2F
参加者数や組合員の反応：おしるこ配布
が407食、餅つきの参加者が34名と盛況。

POINT.1

新型コロナウイルスの影響を受け、4年ぶりの実施となった餅つき
大会は、委員長が家族との餅つきの経験を生かして企画しました。前
日の下準備から、当日のぜんざいの無料配布、餅つきの返し手まで学
生委員が担当しました。また、農学部教務課に協力していただき、ボ
ランティアを募集して3名の学生が当日の運営をお手伝いいただきま
した。
SNSやチラシでの宣伝も活発に行い、多くの学生や教職員が集まり

ました。組合員が食堂を利用する機会を作り、笑顔あふれる空間と
なっていました。

餅つき大会を復活させよう！

POINT.2

餅つき大会開始直後は、学生委員と職員が手本を見せる様子を写真
や動画に撮る学生やぜんざいを片手に見学する学生の輪ができていま
した。臼と杵を使用した本格的な餅つきに興味を惹かれ、徐々につき
手として参加する学生が増え、昔やっていたと語る教職員も参戦し、
会場は盛り上がっていました。参加者からは、「良いストレス発散に
なった」や「未経験でも楽しむことができた」など、多くの感想を聞
くことができました。組合員が一体となった企画でした。

未経験者や教職員も参戦！

背景や概要：コロナ明け4年ぶりの実施。
龍谷大学農学部で収穫したもち米（滋賀
羽二重餅）を使用したぜんざいの無料配
布と、餅つき体験が行われた。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 前田 里桜 ] 

Maeda.Rio@univ.coop

POINT.3

農学部では2015年の学部開設時から毎年実習農場で学生が育てたも
ち米を使用して農学部収穫祭「ふるまい餅」を実施していました。新
型コロナウイルス感染症の影響を受け2020年度以降中止となっていま
した。今年は龍谷大学生協と協力し、4年ぶりに実施することができ
ました。学生の1年間の活動の成果を多くの組合員に知ってもらう機
会となっていました。
餅つき大会には、農学部の学生も参加し、場を盛り上げていました。

また、広報課が取材に訪れ、SNSで当日の様子を発信していました。
農学部と協力したことで、組合員への宣伝、また大学として外部への
宣伝にもなっていました。

農学部とのコラボ！
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